
 

令和３年度 学校マネジメントシート（最終報告） 

 

 

  学校名（ 木本高等学校 定時制 ） 

１ 目指す姿 

(1)目指す学校像 
○自分の良さを伸ばしながら、目標や夢の実現に向けて努力を続ける生徒を育成します。 

○地域に誇りを持ち社会に役立つ人を育み、「地域に信頼される学校」をめざします。 

(2) 

育みたい 

児童生徒像 

○自分への自信と誇り、他者への思いやりの心と規範意識を持ち、学習に積極的に取り組

む生徒。 

○地域に誇りや愛着を持ち、地域に信頼され、地域に貢献する力を持った生徒。 

ありたい 

教職員像 

○目指す学校像の実現に向け、連携の意識と向上心を持ち、自分の良さを活かして仕事を 

 する教職員。 

○生徒の状況を理解し、それぞれの生徒に合わせた一人ひとりを大切にする指導をする

教職員。 

２  現状認識 

(1)学校の価値を 

提供する相手

とそこからの

要求・期待 

○生徒・保護者 

仕事や家庭と学校生活を両立しながら安心して学習し、学力と社会性を身につけ、高

校卒業資格を得たい。 

○地域社会 

すべての生徒が安心して学べる場を確保し、地域に貢献する人材を育ててほしい。 

○進路先 

基礎学力、コミュニケーション力、自主性、規範意識を持った人材を育ててほし

い。 

(2)連携する相手

と連携するうえ

での要望・期待 

連携する相手からの要望・期待 連携する相手への要望・期待 

○保護者 

学力と社会性を身につけ、高校卒業資

格を取らせたい。 

○中学校 

多様な生徒の学びの場として、一人

ひとりを大切にする教育を行ってもら

いたい。 

○地域社会 

すべての生徒の学ぶ場を確保する意

味でも、教育活動を継続してもらいた

い。 

○保護者 

緊密な連絡・協力体制づくりに協力し

てもらいたい。 

○中学校 

生徒に関する情報提供等、指導への支

援、協力をしてもらいたい。 

○地域社会 

外部講師、情報提供等、教育活動への

支援、協力をしてもらいたい。 

(3)前年度の学校 

関係者評価等 

・引き続き、生徒個々の状況に適した指導をしてもらいたい。 

・生徒の主体性を発揮できるような学習を推進してもらいたい。 

・県の教育行政主導のもと、教職員の働き方改革を推進してもらいたい。 

(4)現状と

課題 

教育 

活動 

様々な課題、背景をもつ生徒が学んでおり、引き続き生徒一人ひとりに合わせた丁

寧できめ細かい指導が必要である。また、在籍生徒の約半数が転入生であり、在学期

間が短く、学校への帰属意識や仲間意識が低い生徒も多い。 

命を大切にする教育と生活習慣の育成を起点にしながら、生徒の成長の基盤となる

自己肯定感を高めていく必要がある。 

生徒個々の状況把握に努め、一人ひとりの良さを引き出し伸ばしながら基礎学力の

定着を図るとともに、安全・安心な学習環境の確保と集団への帰属意識･仲間づくりの

取組もすすめる必要がある。 

 

学校 

運営等 

生徒、教職員ともに少人数で、生徒一人ひとりに合わせた教育活動を行いやすいが、

集団として活動し、社会性を育むには工夫が必要である。 

生徒一人ひとりの課題や背景がさらに多様化し、日々の状況把握と情報共有が必要

不可欠であるため、教員定数を確保するとともに、生徒の変化に気づけるよう教職員

の感度を高めていく必要がある。 

 

   Ⅰ－１－２ 治山・治水・海岸保全対策の推進 



 

 

３  中長期的な重点目標 

教
育
活
動 

○ 学習･修学意欲を高め、基礎学力の定着を図り、生徒の進路希望実現を目指します。 

○ 学校や社会で生活するために大切な規範意識と社会性を育みます。 

○ 様々な教育活動を通して、本校への帰属意識と仲間意識が醸成されるよう働きかけます。 

学
校
運
営
等 

○ 生徒一人ひとりを大切にする教育活動を充実する体制をつくります。 

○ 地域との交流や地域の声を聞く機会を持つなど、開かれた学校づくりを目指します。 

○ 業務の効率化を図り、職員の健康管理面に配慮し、総勤務時間の縮減を図ります。 

 

４ 本年度の行動計画と評価 
（１）教育活動 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

命を大切にする

教育と生活習慣

の育成 

 

【命を大切にする教育】 

（１）生徒一人ひとりの状況を把握し、教員間で共有します。 

（指標：個人面談等の実施､会議等での情報共有） 

（２）生徒の「命を大切にする心」を育みます。 

（指標：講話、講演会等の実施） 

【生徒指導】 

（１）授業規律やマナーの徹底に努めるために、毎日の登校指導

を行います。 

（指標：定期的な登校指導の実施） 

【学級指導】 

（１）感性に訴えかけることを主眼において、人権学習をすすめ

ます。 

（指標：身近に感じられる人権学習の実施） 

【保健・安全】 

（１）健康について啓発をすすめるため、保健だよりを発行し、

保健指導を行います。 

（指標：保健だよりを年６回発行） 

（２）校内の安全面からの巡視を行います。 

（指標：校内巡視の実施） 

【命を大切にする教育】 

・個別面談を計５回実施

（4,6,7,9,12 月実施済） 

（3 月にも実施予定） 

・毎日の打ち合わせや職

員会議で、生徒情報等

を共有 

【生徒指導】 

・毎日、全職員が協力して

登校指導を実施 

【学級指導】 

・「なぜ人はちがいを差別

にするのか」をテーマに

して、絵本を題材にした

人権学習を実施（6/22） 

・「身近な人権問題」をテ

ーマにして、現状を知り

考える人権学習を実施

予定（3/14） 

【保健・安全】 

・保健だよりを計６回配付

し、説明と指導 

（4,6,7,8,10,12 月） 

・毎日、全職員が協力して

校内巡視を実施 

◎ 

 

 

 

 

◎ 

キャリア教育の

充実 

 

【進路指導】 

（１）生徒一人ひとりの適性や希望を考慮しつつ、小規模校の強

みを生かして、きめ細かな進路指導を行います。 

（指標：ハローワーク・全日制進路指導部と連携し、個別面

談を実施） 

【進路指導】 

・本年度は対象者（４年次

生）がいないが、アルバイ

トを希望する１年次生と３

年次生について、主に担

 



 

（２）生徒の職業意識を高めるとともに、求人情報の提供や進路

相談を通して、就労への意識を高めます。 

（指標：求人広告の掲示、ハローワーク・全日制進路指導部

との連携） 

任が保護者と協力しなが

ら支援中。 

・ハローワークへのアルバイ

ト相談について、進路担

当者がハローワーク担当

職員と情報共有しながら

支援中。 

学習指導の充

実 

 

【教科等指導】                            

（１）生徒の基礎学力の定着のため、教育課程や授業内容の工夫

と改善をはかるとともに、適切な学習目標を生徒と共有し

ながら、目標達成のための指導を行います。 

（指標：公開授業、教員間の授業見学の実施） 

（２）単位制・定通併修などの制度について、生徒・保護者への

周知をはかります。 

（指標：説明会や個別面談を通じた説明の実施） 

（３）統一した授業改善の取組を行います。 

（指標：生徒ニーズアンケートの計画的実施による結果分析・

共有と改善） 

【教科指導】 

・各教科の目標や具体的な

学習活動を分かりやすく

説明しながら指導 

・個別面談の際に、定通併

修制度について説明し、

希望聞き取り 

・生徒ニーズアンケートを実

施し、結果分析と今後の

方向性を共有（７,12 月） 

 

帰属意識の

育成 

【教科等指導】 

（１）総合的な探究の時間や学校行事等を活用し、本校生徒とし

ての誇りを育てます。 

（指標：学校行事等に参加する生徒の増加） 

（２）長期休業期間に進学指導等の教育活動を実施します。 

（指標：進路別の対策授業の実施） 

【教科等指導】 

・遠足には、１２人のうち９人

が出席 

・定通連携併修を活用して

三年間で卒業をめざす生

徒１人を指導・支援 

 

改善課題 

命を大切にする教育と生活習慣の育成を起点にしながら、キャリア教育や学習指導の充実に取り組めている

が、特性をもった生徒同士の人間関係づくりについて専門家（外部支援）を活用しながら指導・支援を充実さ

せていく必要がある。 

 
（２）学校運営等 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

教職員の資質

向上・チームワ

ークの向上 

（１）コンプライアンス意識向上の取組を進めます。 

（取組状況の指標：コンプライアンス研修を年３回以上実施） 

（指標：毎回の職員会議で校外の事例を共有） 

（２）教員間の情報交換会を実施します。 

（指標：毎日の打合せ､職員会議等で情報交換を実施） 

・コンプライアンス研修 

３回実施（4/8,8/4,12/7） 

・毎日の打ち合わせや職

員会議等で、生徒情報

や、教育に関する動

向、校外事例等を共有 

◎ 

地域との信頼関

係の深化、情報

提供による信頼

の構築 

（１）中学校との連携を深め､地域へ積極的に情報発信します｡ 

（指標：新入生の出身中学校訪問等の実施） 

（指標：市広報等を活用した募集案内の実施） 

（指標：授業公開、学校見学会の実施） 

・中学校に資料等持参し、

本校への進学を検討し

ていている生徒の状況

の聞き取り（9/28） 

・熊野教育支援センター

職員に定時制の状況を

説明（10/19） 

 



 

・授業公開を実施 

 （11/4～11/10） 

・学校見学等の実施 

 12/24 中学校教員来校 

1/24 希望生等来校 

保護者との連

携、学校の帰属

意識の育成 

【個別面談】 

（１）個別面談を計画的に実施します。 

（指標：担任による個別面談の実施） 

・個別面談を計５回実施 

（4,6,7,9,12 月実施済） 

（3 月にも実施予定） 

 

働きやすい職

場環境 

（１）業務の効率化を図り、休暇取得を促進し、総勤務時間を縮

減します。 

  （指標：1 人あたりの休暇取得１日/年増） 

  （指標：時間外労働 1h/月･人(←20h/年･人)以内） 

  （指標：60 分以内に終了する会議の割合 100％） 

・１人あたりの年休取得 

昨年度 22.2 日 

本年度 23.6 日 

（3/11 現在） 

・時間外労働 

20h/年以内 7 人中 6 人 

（2022.2 月末現在） 

・職員会議は、１６回すべ

て 60 分以内で終了 

（3/1１現在 100％） 

 

改善課題 

 昨年度に引き続き、生徒一人ひとりの課題や背景がさらに多様化し、日々の状況把握と情報共有が必

要不可欠であるため、教員定数を確保するとともに、生徒の変化に気づけるよう教職員の感度を高めて

いく必要がある。 

 

５ 学校関係者評価 

明らかになった 

改善課題と次へ

の取組方向 

・挨拶等のマナーが良いと好感度も高く、将来の担い手としても期待したくなる。 

・コロナ禍にあって、学校に当たり前に通える環境が大切であることを実感した。 

・ＩＣＴを活用したオンライン授業も効果はあったが、ＩＣＴ活用については、対面授

業を基本にしながら、工夫していってもらいたい。 

 

６ 次年度に向けた改善策 

教育活動につ

いての改善策 

①特性をもった生徒同士の人間関係づくりについて、専門家（外部支援）を活用しなが

ら指導・支援を充実させていく。 

②ＩＣＴの活用については、生徒の特性にあわせて工夫しつつ、対面授業・対面指導を

大切にしていく。 

学校運営につ

いての改善策 

①生徒の日々の状況把握と情報共有を徹底し、その変化に気づけるよう教職員の感度を

高めていく。 

 


